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ごあいさつ 
小関正広 

 
まずもって、実行委員の皆さんの多大な努力によって今年も流星会議が開催されることに

感謝申し上げる。 
 
愛知県では何度も流星会議が開かれており、岡崎、新城、豊橋、豊川そして再び豊川であっ

た。浜名湖も含めれば６回になる。しかし、いずれも尾張ではなく、三河での開催であった。

田峯グループの活動は特筆すべきものであり、三河での流星会議開催はそのメンバーの支え

による。 
今回、長い流星会議の歴史で初めて尾張、名古屋での開催となり、ようやく、三大都市圏

すべてで流星会議が開催されたことになる。流星会議も昨年の金屋のように地方色溢れるも

のと今回のように都会の真ん中で開催されるものと、それぞれの特色が生かされて継続され

てきている。交通至便の地、また、名古屋城至近の地での開催も参加者の心を捉えるものと

なるであろう。 
 
最近はＮＭＳ同報上で、電波観測の話題も賑やかであり、参加者にも投稿されている方の

名前が見受けられる。また、ビデオ観測でも 4K カメラでの撮影、30fps の壁を越える試み、

スペクトル観測等々、話題に事欠かない。研究発表も大いに期待される。 
＜研究＞発表とは言うが、もっとも刺激的で興味を惹かれるのは新しい知見であろう。そ

れは、観測により何かを見出したことであったり、観測機材についての新しい試みであった

りする。そのような知見が＜発表＞の時間枠の中だけでなく、様々な形で披露されることを

大いに期待している。 
 

IAU 総会、また Meteoroids での会合で IAUMDC の流星群リストに大改革が進められよう

としている。working list に掲載されているもののうち、不確実なものが削除され、新規登録

についても新しい基準が設けられる見通しである。established list のものもいずれは再検討

されるであろう。しばしば、述べているが、IAUMDC の流星群リストを鵜呑みにしないで、

観測によって確認していくことが重要である。まずは観測である。観測で気付いたことの中

に宝は埋もれている。それをどのように取り出し、磨き上げるかが重要であろう。 
 
当然このようなかしこまった議論もあろうが、年に一度、全国の流星観測者・研究者が一

堂に会することはそれだけで大きな意義がある。天文回報、ＮＭＳ同報で名前だけ知ってい

た方々と顔を合わせ、言葉を交わすことによって、新しい視界が与えられるであろう。 
年に一度の貴重な時間である。有効に時を使い、友好を深めたいものである。 



 ようこそ、愛知県、名古屋市へ。

　2012年に愛知県豊川市でお目にかかってから早７年。意外な事に名古屋市では初の流星
会議の開催となります。

　流星会議が愛知県で初めて開催されましたのは、1962年の11月3日と4日でした。会場と
なった岡崎市国治天文台は役目を終え、現在、岡崎市の公園の一角となっています。

写真提供：佐野和夫

　偶然にも、1962年11月3日は名古屋市科学館でプラネタリウム投影が始まった日でもあり
ます。長年来館者を楽しませてくれた投影機(カール・ツァイスIV型)は2010年（平成22年）
8月31日をもって引退しました。後継機である光学式プラネタリウムの「ユニバーサリウム
IX(9)型」が活躍中です。余談ですが、1962年は小林の生まれた年でもあります。

写真提供：名古屋市科学館

　その後、田峯小天体観測グループのメンバーが中心となり、1983年に愛知県新城市、
1990年に愛知県豊橋市、1998年に愛知県豊川市、2005年に静岡県浜松市そして2012年には
再び愛知県豊川市で開催されました。
　1962年から57年の歳月を経て、ここ名古屋で第60回という節目の流星会議を開催させて
いただけることは何かしらの縁を感じます。

　今回は、日本流星研究会の積立金を利用して、学生発表者へ参加費補助を実施致しまし
た。これは初めての試みです。久しぶりに８名もの学生さんが参加され、参加者の平均年
齢を大きく引き下げていただきました。勿論、心はいつまでも青年である流星界のレジェ
ンド達もご健在です。

　名古屋は茹だるような暑さと言われています。湿度の高さも加わり不快ということでは
日本のどこにも負けません。流星会議参加者の流星を思う熱意はこの名古屋の暑さをしの
ぐものがあります。日本のど真ん中名古屋で、流星を熱く語り合い、暑さを吹き飛ばしま
しょう。

　最後に、有意義な流星会議になるよう準備をして参りましたが、至らぬところが多々あ
ろうかと存じます。どうぞ、皆様で盛り上げて下さいますようお願い申し上げます。

日本ど真ん中流星会議　実行委員一同



プログラム

８月24日(土)
10:00～12:00頃 オプショナルツアー　名古屋市科学館見学(集合9:45分)

特別講演会「小牧隕石」　講師:毛利勝廣(名古屋市科学館学芸員)

13:00～13:00 受付
13:30～13:45 開会行事

歓迎の挨拶 流星会議実行委員 小林　美樹

開会挨拶 日本流星研究会会長 小関　正広

13:45～14:30 研究発表Ⅰ
司馬　康生

河越　彰彦

佐藤　幹哉

14:30～14:40 休憩

14:40～15:20 招待発表

渡邉　堯先生

15:20～15:30 休憩

15:30～16:45 研究発表Ⅱ
石村　周平

佐藤　匠

赤松　直

中根　純夫

16:45～17:00 記念写真
諸連絡

17:00～ 部屋入室

17:30～20:30 懇親会（３時間）

21:00～ 幹事会
二次会

SonotaCo Networkの観測による木星族流星群

数値実験から判定する春のおとめ座流星群の正体

はやぶさ２のインパクタ衝突ミッションによるリュウグウ由来
の流星出現の可能性について（＋ジャコビニ群の今年の
予報）

流星の電波放射と異常聴音に関する研究の動向につ
いて

茨城大学での2018年流星電波観測

新HRO干渉計システムにおけるリアルタイム解析手法
の確立と流星総合観測の運用試験

高知工科大学 宇宙地球探査システム研究室におけ
るこれまでの流星電波観測の成果と多地点観測に向
けた取り組み

電波を使ったアマチュア流星観測に出来ることは？



８月25日(日)
7:00～ 朝食

8:30～9:00 会場準備

9:00～9:20 ＮＭＳ総会
幹事会報告 日本流星研究会企画幹事 藤原　康徳

会計報告 日本流星研究会事務局長 丸山　卓哉

選挙関係 鈴木　悟(代理)

その他 事務局　編集･出版･HP担当　 鈴木　悟

9:25～9:35 ポスター発表
夏目　裕司 田峰微小観測所と仲間たち展の報告

井手　隆心

9:35～10:50 研究発表Ⅲ
杉本　智

戸田　雅之

柳　信一郎

藤原　康徳

梶野　文義

11:00～12:15 研究発表Ⅳ
関口　孝志

小川　巧覽

根本　真響
武村　帆香
波多　浩昭

鈴木　和博

上田　昌良

12:15～12:30 閉会行事
高評 日本流星研究会副会長 吉田　孝次

次回開催地挨拶　　東北地区で開催

閉会挨拶 流星会議実行委員 小林　美樹

2019年みずがめ座η流星群観測報告(オーストラリア)

高感度CMOSカメラによる太陽系外起源流星観測の
ための観測装置と予備観測結果

流星の動画から分かること－流星痕とは－

2019年みずがめ座η流星群観測報告(石垣島)

※　日本流星研究会の会員の方は、９時までに入室し
てください 。

ネットワークカメラ（GigE）を用いた流星のビデオ観測

自動観測によるスペクトル観測と結果

ふたご座流星群の分光観測と分光データ処理について

流星の化石

流星の爆発点高度の統計

流星散乱通信ソフトを利用した流星観測の試み

高感度CMOSカメラによる太陽系外起源流星と暗黒物質
候補物質の探索計画







流星会議年表
回 開催日 開催地 会　　場 名称･キャッチフレーズ

1955/3/27 滋賀県 山本天文台 流星観測者会議
1955/8/4 京都府京都市 花山天文台 流星観測者会議
1956/4/7 大阪府 大阪石崎氏邸 第３回流星委員会
1956/9/16 大阪府大阪市 大阪市電気科学館 人工衛星及び流星に関する第1回協議会

1957/6/16 大阪府大阪市 大阪市電気科学館 第４回流星委員会
1958/8/31 大阪府大阪市 大阪市電気科学館 流星塵研究懇談会
1961/10/2 滋賀県 山本天文台 流星及び流星塵シンポジウム

1 1962/8/4-5 山口県山口市 山口市議会会議室 西日本流星及び流星塵観測者会議

2 1962/11/3-4 愛知県岡崎市 岡崎市国治天文台 流星観測者会議
3 1963/9/21-22 滋賀県 山本天文台 流星観測者会議
4 1964/5/31 神奈川県川崎市 川崎市生田農協 東日本流星･隕石･流星塵観測者会議

5 1964/8/5-6 和歌山県金屋町 金屋町役場 流星観測者会議
6 1965/9/25-28 滋賀県 山本天文台 流星観測者会議
7 1966/8/7-8 滋賀県 山本天文台 流星観測者会議
8 1967/8/6-7 滋賀県 山本天文台 流星観測者会議
9 1968/8/17-18 滋賀県 山本天文台 流星観測者会議

10 1969/8/3-4 滋賀県 山本天文台 流星観測者会議
11 1970/8/8-9 和歌山県金屋町 金屋町役場 流星観測者会議
12 1971/7/24-25 静岡県沼津市 沼津市月光天文台 流星観測者会議
13 1972/8/5-6 宮城県仙台市 仙台市天文台 流星観測者会議
14 1973/8/4-5 熊本県 国立阿蘇青年の家 流星観測者会議
15 1974/8/3-4 茨城県北茨城市 北茨城市茜平少年の家 流星観測者会議
16 1975/8/16-17 滋賀県 滋賀県青年の家 流星会議
17 1976/8/7-8 長野県松本市 松本青年の家 流星会議
18 1977/8/6-7 鳥取県鳥取市 鳥取砂丘子供の国 流星会議
19 1978/8/26-27 埼玉県秩父市 奥秩父三峰神社宿坊 流星会議
20 1979/8/18-19 和歌山県金屋町 金屋中学校体育館 流星会議
21 1980/8/29-31 静岡県御殿場市 御殿場青少年館 流星会議
22 1981/8/21/23 栃木県宇都宮市 栃木県青少年館 流星会議
23 1982/8/28-29 京都府京都市 京都簡易保険会館 流星会議
24 1983/8/19/21 愛知県新城市 新城観光ホテル万楽 流星会議
25 1984/8/24-26 東京都八王子市 八王子大学セミナーハウス 熱い風　東から　流星会議
26 1985/8/2-4 長野県下諏訪町 諏訪温泉郷山王閣 星に近づけ 信州流星会議
27 1986/8/22-24 静岡県修善寺町 修善寺サイクルスポーツセンター 流星会議
28 1987/8/7-9 石川県金沢市 石川県青年会館 百万石流星会議
29 1988/8/20-21 京都府京都市 京都いろは旅館 うしわかまる流星会議
30 1989/8/19-20 広島県広島市 広島県青少年センター 流星会議
31 1990/8/24-26 愛知県豊橋市 ホリデーイン豊橋 流星会議
32 1991/8/2-4 宮城県仙台市 仙台市茂庭荘 流星会議
33 1992/8/21-23 群馬県榛名町 榛名湖ゆうすげ荘 流星会議
34 1993/8/6/8 高知県室戸市 室戸少年自然の家 くろしお流星会議
35 1994/8/20-21 大阪府吹田市 大阪サニートスンホテル なには流星会議
36 1995/8/25-27 東京都世田谷区 国立オリンピック記念青少年センター 大江戸流星会議
37 1996/8/23-25 富山県大沢野町 大沢野パレス きときと流星会議
38 1997/7/26-28 北海道札幌市 手稲ランド研修センター 北の国から流星会議
39 1998/8/7-9 愛知県豊川市 サンシティ豊川 流星会議
40 1999/7/30-8/1 滋賀県多賀町 ダイニック･アストロパーク天究館 びわこ流星会議
41 2000/8/26-28 栃木県藤原町 鬼怒川温泉あさやホテル 鬼怒川流星会議
42 2001/8/25-26 長野県坂城村 信州草津温泉冠着荘 信州流星会議
43 2002/8/3-5 岩手県一戸町 奥中山高原センターハウス 一戸流星会議
44 2003/8/23-25 徳島県那珂川町 那珂川町科学センター他 徳島流星会議
45 2004/8/27-29 富山県氷見市 ニチユーシーサイドクラブ 氷見流星会議
46 2005/8/19-21 静岡県浜松市 浜名湖カリアック 浜名湖流星会議
47 2006/8/25-27 兵庫県作用町 西はりま天文台 西はりま流星会議
48 2007/8/3-5 静岡県裾野市 富士教育研修所 富士流星会議
49 2008/8/2-3 長野県筑北村 西条温泉とくら 2008 信州流星会議
50 2009/8/21-23 栃木県日光市 鬼怒川温泉あさやホテル 流星会議
51 2010/7/31-8/1 富山県富山市 かんぽの宿富山 富山流星会議
52 2011/7/30-31 宮城県大崎市 玉造荘 がんばろう東北！
53 2012/8/25-26 愛知県豊川市 豊川市民プラザ他 穂の国流星会議
54 2013/8/24-25 大阪府大阪市 ホテルコスモスクエア 大阪ベイサイド流星会議
55 2014/7/20-21 長野県安曇野市 ビレッジ安曇野 信州あづみの流星会議
56 2015/8/22-23 千葉県千葉市 アパホテル&リゾート東京ベイ幕張 幕張流星会議
57 2016/8/6-7 富山県富山市 県民共生センターサンフォルテ 富山流星会議
58 2017/8/26-27 静岡県沼津市 沼津市立図書館 ワクワク流星会議
59 2018/9/8-9 和歌山県有田川町 鳥屋城公民館他 きのくに和歌山流星会議



招待発表 

渡邉 堯（わたなべ たかし）先生 

 

プロフィール 

京都大学で博士 

名古屋大学空電研究所で天体電波源シンチレーション観測による太陽風研究、名古

屋大学太陽地球環境研究所でデータベースによる太陽地球系現象の総合解析の推進

に尽力。 

1994 年より茨城大学理学部教授 

2006 年に定年退官し茨城大学名誉教授。現在は名古屋大学太陽地球環境研究所客員

教授として、情報通信研究機構、国際科学会議（ICSU）世界データセンター機構（WDS）

の科学組織委員などを務められておいでです。 

 

流星会議には、1983 年に愛知県新城市で開催された第 24 回流星会議、1990 年に愛

知県豊橋市で開催された第 31 回流星会議にご参加いただき、朝まで参加者と酒を酌

み交わしていただきました。 

現在でも、積極的に研究・解析をされておられ、今回は「流星の電波放射と異常聴

音に関する研究の動向について」お話いただきます。 

 



発表一覧

招待発表

渡邉　堯先生

研究発表Ⅰ
司馬　康生

河越　彰彦

佐藤　幹哉

研究発表Ⅱ
石村　周平

佐藤　匠

赤松　直

中根　純夫

研究発表Ⅲ
杉本　智

戸田　雅之

柳　信一郎

藤原　康徳

梶野　文義

研究発表Ⅳ
関口　孝志

小川　巧覽

根本　真響
武村　帆香
波多　浩昭

鈴木　和博

上田　昌良

ポスター発表

夏目　裕司 田峰微小観測所と仲間たち展の報告

井手　隆心

ネットワークカメラ（GigE）を用いた流星のビデオ観測

流星の電波放射と異常聴音に関する研究の動向について

SonotaCo Networkの観測による木星族流星群

数値実験から判定する春のおとめ座流星群の正体

はやぶさ２のインパクタ衝突ミッションによるリュウグウ由来の流星出現の可能性
について（＋ジャコビニ群の今年の予報）

茨城大学での2018年流星電波観測

新HRO干渉計システムにおけるリアルタイム解析手法の確立と流星総合
観測の運用試験

高知工科大学 宇宙地球探査システム研究室におけるこれまでの流星電
波観測の成果と多地点観測に向けた取り組み

電波を使ったアマチュア流星観測に出来ることは？

流星の動画から分かること－流星痕とは－

2019年みずがめ座η流星群観測報告(石垣島)

“みずがめ座η流星群”の観測 ｉｎ オーストラリア・ケアンズ ２０１９

高感度CMOSカメラによる太陽系外起源流星観測のための観測装置と
予備観測結果

高感度CMOSカメラによる太陽系外起源流星と暗黒物質候補物質の探索計画

自動観測によるスペクトル観測と結果

ふたご座流星群の分光観測と分光データ処理について

流星散乱通信ソフトを利用した流星観測の試み

流星の化石

流星の爆発点高度の統計































 

数値実験から判定する春のおとめ座流星群の正体 

A fact on the spring-virginids by making trial of some calculations 

                                茨城県 河越彰彦 

     概要 

存在の有無が議論される、おとめ座流星群をある条件下でモデル化して解析したところ 

活動する場合の時期とエリアが明らかになった一方で、同流星群の性格的な構造や複数の別働 

流星群との混同、さらには散在流星の誤認が不可避な状態が予測できた。これらのことか 

ら流星群と散在流星との境界をどう考えるべきか提案する。 

 緒言  

     数年前から流星群の整理を始めたが、その際におとめ座流星群などの扱いにある種の煩わ 

     しさを感じていた。文献等には存在する立場で解説されており、事実、筆者もかつて天文 

雑誌(月刊天文)や啓蒙書(流星Ⅰ)で活動状態を楽観的に述べている。(注１) 

しかしながら、適切な理論的根拠や検討が不十分なので、観測事実とは別の視点で数値計 

算を試みて考察した。 

方法 

主に二つの方法を用いた。ひとつは日心軌道の計算。もうひとつは放射点からの出現確率 

の計算である。具体的には以下に示す。 

方法① ２月～５月より選んだ８夜の世界時 12 時に、軌道長半径 2.4AU の流星を飛ばす。 

放射点はおとめ座付近の格子状座標 20～25 ヶ所。図１参照。 

これによって各流星の観測速度や昇交点・降交点までの距離がわかり出現判定ができる。 

方法② 独立した放射点から一個の流星が出るか否かの条件を与え、ある個数出る確率と 

期待値を計算する。図２参照。 

例えば４個の放射点で、１個当りの出現確率をコインの表裏確率とみなし 1/2 とすると、 

すべて表(出現)は 1/16．すべて裏も 1/16。確率の高いのは２個表(裏)で 6/16。 

これによって最大の期待値がわかれば散在流星との境界を明確にできる狙がある。 

判定基準 

     観測速度からの判定 

 



      

     10Km/s 以下 超低速流星で大火球の可能性あり。非おとめ群。ダークフライトの可能性も。 

     10Km/s 台  低速火球流星。隕石落下の流星はこの速度クラス。別働おとめ群。 

     20Km/s 台  おとめ座流星群本体と考えられる。 

     30Km/s 台  おとめ座東半分に出る速度の速いおとめ群。別働おとめ群。 

     40Km/s 以上 おとめ座より東に出る別働の非おとめ群。 

     地球軌道と昇交点、降交点との距離の判定     0.1AU より一桁厳しくした。 

     確実範囲 100 万 Km(0.0067AU)以下 

     微妙範囲 300 万 Km(0.0201AU)以下～100 万 Km まで 

     困難範囲 300 万 Km(0.0201AU)以上 

       

結果と考察 

     ①各夜の出現可能エリアと流星の特徴 

     観測事実ではなく、計算結果からの特徴である。巻末の図３参照 

     ２月 15.5UT おとめ座には別働非おとめ群。しし座後足部は 30Km/s 台のしし座χ群。 

     ３月 1.5UT おとめ座には 30Km/s～50Km/s 超の流星が出るが、高速流星は別働非おとめ群 

     ３月 15,5UT おとめ座西部から東へ順に 20,30,40Km/s が並ぶ。出現確実。 

     ３月 25.5UT しし座からおとめ座西部にかけて 10Km/s 台。おとめ座には 20～30Km/s 台で 

出現確実。放射点α190β+10 の降交点出現の流星は半年後に昇交点出現する可能性が高い。 

     ４月 1.5UT 3 月 25.5UT とほぼ同じ。おとめ座西半分は 10Km/s 台の流星が出る可能性高い。 

     ４月 15,5UT しし座からおとめ座西半分は 10Km/s 台。おとめ座東は 20Km/s 台。出現微妙。 

     ５月 1.5UT おとめ座全域 10Km/s 台。しし座 10Km/s 以下。出現可能性低い。 

     ５月 15.5UT おとめ座東部 10Km/s 台。西部 10Km/s 以下。出現可能性低い。 

 



 

     まとめると、天球西から東にかけて、低速から高速へと流星の対地速度が変化する。図４。 

           

     ３月から４月上旬にかけて出現の可能性が高くなる。 

     全般的に計算結果と実際の放射点分布(写真カタログなど)を比較するとよく似ている。 

     例えば、Orbital Elements of Photographic Meteors など。 

     ②各独立放射点が流星を放つ確率 

     一般にＮ個の放射点のうちＫ個が出現する確率は以下のようになる。 

     P(K)= (1/2)＾N・N         K 

     これを散在流星モデルとすると、期待値は、 

     E(K)= K・P(K) 

     今、Ｎ=20 としたら、Ｋ=10 で確率は最大になり 0.18 期待値はＫ=10 と 11 で最大約 1.76 

     Ｎ→大で期待値も増えるがある値に収束する。図５参照  

     期待値は特にＮ=56 で最大値約 2.67 になりそれ以降は減少する。即ち、整数で３を越さ 

ない。このことは多数の放射点からランダムに流星が出ても確率３個以下だと教えている。 

散在流星が例えば一時間内に 3個以上出れば何らかの流星群の活動を示唆していると判断 

できるし、逆に 3個以下の場合は散在流星に埋没していると解釈できる。 

 

 

Ｃ 



 

結論 

１、おとめ座流星群の正体 

速度 10Km/s 以下の流星 非おとめ群。おとめ座より西で活動の準散在流星。 

速度 10Km/s 台の流星  別働群で隕石降下の可能性あり(本体と錯誤？) 

速度 20Km/s 台の流星  群本体(毎年顕著とは限らない) 

速度 30Km/s 台の流星  本体と別働群が混合している 

速度 40Km/s 超の流星  非おとめ群。おとめ座より東で活動。 

従来、低速火球が観測されたのはこの別働群だが、本体と錯誤の広義のおとめ座流星群。 

中速の流星は眼視的には本体、別働の区別は困難。これらも広義のおとめ群とみなす。 

眼視的には一括しておとめ座流星群系統と総称したい。 

２、散在流星との区別 

先述したような確率で散在流星が、ときに３を越す活動をすると日々出現グラフに突起状 

の変化が記録される。図６参照 

統計的には移動平均によってならされてしまうが、これは海から顔を出す海山のように 

散在流星バックグランドから飛び出す流星群出現に見える。(図６のフルスケールは CHR5) 

 

筆者らは図７のような概念をもって、表面的には散在に近い状態を「擬似群」として位置 

づけている。この意味ではおとめ群そのものが擬似群だと考えられる。(注２) 

 

 

群本体 群本体 

広義の 

おとめ群 

図７ 擬似群モデル 

(Ⓒ片山哲哉) 
擬似群 散在流星流星群 



 

あとがきと余禄 

以上述べてきた手法はいろいろな流星群の解明に応用できるように思われる。眼視観測でも 

写真・ビデオ撮影でも現象の記録には限界がある。また計算のみに頼ると空理空論に翻弄さ 

れる危険がある。いろいろな方法で流星群を研究するのが一番であると確信する。今回の計 

算結果を実際の記録と対比させてみて感じたことは、発生している活動は動的だが突発性を 

もっているから、いちいち仔細なリスト(例えば外国のリスト等)との整合性を論じても無意 

味だということである。合致していても当然、していなくても平然というようでありたい。 

ある３月下旬の夜半後に関東地方の人たちがへび座流星群を観測していた。ふわっ～と南天 

低く西から明るい流星がゆっくり飛んだ。「毎年、この時期見られる流星だが個数が少なく 

放射点がわらない」とある人が。この流星の正体を今回の手法で調べたら、レグレスから 

地平線寄りに速度 10Km/s 台や一桁速度の放射点がいくつも算出された。みな昇交点出現で 

地球軌道との距離が僅か 0.002AU 程度で(月までの距離より近い！)あり出現確実である。 

この時期このエリアは観測記録があり、小流星群の放射点も報告されている(筆者も 1970 

年に HR3)が出現数３個以下は危ない。流星群を示唆していても散在流星のようだ。一時間 

どころか運が悪いと一夜に３個も出そうもない擬似群ではないかと推測できた。 

本稿では放射点という術後を用いたが、放射点が求まっても軌道要素が計算できても流星群 

とは限らない。散在流星にも放射点も軌道も存在するからだ。この点が出所不明な外国のリ 

ストの危険性である。なんでもない散在流星の集合で小流星群が製造されてしまい。外国製 

に弱い我々が盲信していないだろうか、よく吟味しなければならない。逆に我々の観測も外 

国の人たちに正しく理解されているのかと心配する。インターネットの普及でグローバル化 

が当然の昨今、玉石混合の情報を正しく識別する能力を持ちたい。以上。 

 

(注１)  流星Ⅰ 恒星社 斉藤馨児 長沢 工編 p13 と p15(河越彰彦) 

(注２)  星の友№22 日本流星研究会 p16～17(片山哲哉 )、p46(河越彰彦) 

軌道計算は天体計算入門 恒星社 長谷川一郎著を参考にした。 

 

 



 

図３ 各夜の出現可能エリアの計算結果 

各図 左端が赤経 225 度。右端が 160 度(図 3-5 のみ 170 度)。赤緯+10～-10 度(一部-15 度) 

 

図中に□内数値は VG 速度 Km/s 

各夜の等倍図は省略 
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茨城大学での
2018年流星電波観測

茨城大学理工学研究科理学専攻

修士１年次 石村 周平

野澤 恵 准教授

8/24 @名古屋

1

研究の目的

〇24時間365日の電波観測より昼間の流星の活動を確認

〇流星電波観測システムの構築

〇流星数の計測より時間変化の解析

〇各流星群の特徴や違いの検出

2



流星電波観測(HAM-band Radio Observe)

〇どのように観測するのか

→流星が出現すると、プラズマ柱によりある周波数帯の電波
が反射される

反射により通常では受信できないような遠方の電波を捉える
ことによって観測する

〇電波の送信局

・福井県立大学の送信している

電波を利用

周波数 53.7549 MHz

出力 50W

3

流星電波観測(HAM-band Radio Observe)

〇電波観測のメリット

・天候に左右されずに観測することができる

・昼の明るい間でも観測することができる

・24時間の観測により突発的な流星群も観測できる

4

〇電波観測のデメリット

・流星の正確な素性を知ることができない（速度、方角など）

・流星の出現位置の特定が現在では困難



観測装置 アンテナ
5

茨城大学G棟5階屋上に設置

コメット社製八木アンテナ
エレメント 4本
高さ 3m50㎝
縦幅 3m20㎝
SWR 1.6
視線方向 西（福井県方向）

SWRとは定在波比
と呼ばれ
電波受信から給電
までの比率を表す
1に近いほど効率が
良い

観測装置 受信機

6

←アイテック社HROレシーバー
今までの電波観測で主に使われていた
しかしアイテック社が廃業
現状では入手困難
周波数の変更は改造が必要

←SDR FuncubeDonglePro+
SDR（ソフトウェアラジオ）と呼ばれ
PCのソフトウェアから観測周波数の
変更が可能



観測装置 SDRシャープ

7

観測周波数

電波観測で得られるデータ
8

周
波

数
(k

H
z)

時刻

時刻

電波強度

53
75

4k
hz



システム図
9

アンテナ

PCSDR
HROFFT

SDRシャープ

8月から12月の流星数の日変化
10
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2018年8月から2019年4月まで
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ペルセウス座流星群
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ペルセウス座流星群の極大から前後2日の流星数の時間変化

10月りゅう座流星群
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オリオン座流星群
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オリオン座流星群の極大前後2日の流星数の時間変化

10月22日

ふたご座流星群
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しぶんぎ座流星群

17

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

0:
00

3:
00

6:
00

9:
00

12
:0

0
15

:0
0

18
:0

0
21

:0
0

0:
00

3:
00

6:
00

9:
00

12
:0

0
15

:0
0

18
:0

0
21

:0
0

0:
00

3:
00

6:
00

9:
00

12
:0

0
15

:0
0

18
:0

0
21

:0
0

0:
00

3:
00

6:
00

9:
00

12
:0

0
15

:0
0

18
:0

0
21

:0
0

0:
00

3:
00

6:
00

9:
00

12
:0

0
15

:0
0

18
:0

0
21

:0
0

個
数

時間

しぶんぎ座流星群の極大前後2日間の流星数の時間変化

4月こと座流星群
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流星群を除いた時間変化
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流星数の時間変化
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流星の数が明け方に多く夕方に
少ないのはなぜか

→地球の自転方向と公転方向が

同じなため
明け方は地球と流星物質の相

対速度が大きく、小さい流星物質
でも流星になりやすいため
夕方はその逆になるため



結果と今後の課題

〇流星電波観測により眼視では観測できない時間帯

の流星群の極大を検出できた

〇流星群ごとの特徴をあきらかにできた

・流星群ごとに流星の数が突発的に増えるもの、全体的

に増えるものもある

〇流星数の日変化が明らかになった

・流星の数は朝方に多く夕方に少なくなる

→24時間観測する流星電波観測システムを構築できた

〇流星群のピーク時刻には放射点は観測方向に無い

課題：流星を自動カウントするシステムを作る

観測システムの精度向上

21
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その他の流星群
23

総流星数の時間変化
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ピーク時刻の放射点位置
25

オリオン座流星群

2018/10/22 22:00  (JST)

国立天文台 今日の星空
より引用

水戸市で天頂を向いた時の
星図
赤丸：放射点位置
青丸：観測方向

ピーク時刻の放射点位置
26

ペルセウス座流星群 10月りゅう座流星群

2018/8/13 22:00  (JST) 2018/10/9 08:00  (JST)
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11月 結果
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システム図
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10月 結果
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流星群ではない3日
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ロングエコー
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観測装置 HROFFT
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8月 結果
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放射点

〇放射点とは

・流星群に属する流星が放射状に飛び出してくるように

見える天球上の一点

・見えているだけで実際に

放射状に流れている

わけではない

41

↑

放
射
点
の
図
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結果
43

結果
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結果
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全体結果
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8月－10月の流星数の日変化
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オリオン座流星群



流星群 表
なぜ５０MHｚなのか

高度と軌跡
電波強度ロングエコー
ドリフトから流星の方向
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流星群 表
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みずがめδ 7月12日～8月23日 7月30日

7月19日～8月10日

やぎ 7月3日～8月15日 7月30日

不明(*3,*5)

ペルセウス 7月17日～8月24日 8月13日10時

8月11日～8月14日

ししγ 8月14日～9月12日 8月25日

(昼間流星群) 不明(*5)

ろくぶんぎ 9月9日～10月9日 9月27日

(昼間流星群) 9月28日～10月4日

10月りゅう 10月6日～10月10日 10月9日09時

10月8日～10月9日(*4)

オリオン 10月2日～11月7日 10月22日02時

10月20日～10月24日

しし 11月6日～11月30日 11月18日07時

11月15日～11月20日(*4)

ふたご 12月4日～12月17日 12月14日21時

12月9日～12月16日

こぐま 12月17日～12月26日 12月23日06時

12月22日～12月23日



周波数ドリフト
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流星群
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電波観測の原理

流星が発光すると電離現象が起こり、電波を反射させる性質を
持つ自由電子密度が上昇する。
電波が電離層に垂直に入射した場合、 ≒

：臨界周波数[Ｈｚ] ：電子密度の最大値[個/ｍ３]

より低い周波数の電波は反射し、高い周波数であれば突き抜
ける。
角度 で入射した場合、 = ・sec ( )
より低い周波数の電波を反射する。

2016年 明星大学
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流星群
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三菱電機より引用

プラズマ

気体を構成する分子が電離し陽イオンと電子に分かれて
運動している状態

個体,液体,気体とも違う性質を持つため物質の第4の状態
とも呼ばれ、電磁波を反射する

特性を持つ

宇宙の質量の99％以上は

プラズマ状態

54

Wikipediaより引用



彗星
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三菱電機より引用

彗星とは太陽系小天体のうち氷や塵などでできて
おり太陽の周りを周期的に周るものもある

ろくぶんぎ座流星群
56
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流星群名 母天体 出現期間 極大

みずがめ座δ南 7/12-8/23 7月30日

ペルセウス座 スイフトタットル 7/17-8/24 8月13日

10月りゅう座 ジャコビニチンナー 10/6-10/10 10月8日

オリオン座 ハレー 10/2-11/7 10月21日

ふたご座 ファエトン 12/4-12/17 12月14日

オリオン座流星群
23
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PC

mizuh
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peru
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ryuu
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流星群名 出現期間 極大 個数 τ(個数/km)×10^(-5)

みずがめ座δ南 8/1-8/8 8月1日 327 15.77

ペルセウス座 8/10-8/15 8月13日 123 7.91

10月りゅう座 10/9-10/9 10月9日 48 18.52

オリオン座 10/12-10/30 10月24日 80 1.62

ふたご座 12/3-12/23 12月14日 217 3.99
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流星群名 出現期間 極大 個数 τ(個数/km)×10^(-6)

みずがめ座δ南 8/1-8/8 8月1日 327 15.77

ペルセウス座 8/10-8/15 8月13日 123 7.91

10月りゅう座 10/9-10/9 10月9日 48 18.52

オリオン座 10/12-10/30 10月24日 80 1.62

ふたご座 12/3-12/23 12月14日 217 3.99

流星群名 出現期間 極大 個数 τ(個数/km)×10^(-6) 母天体 前回回帰

みずがめ座δ南 8/1-8/8 8月1日 327 15.77ハレー 1986年

ペルセウス座 8/10-8/15 8月13日 123 7.91スイフト・タットル 1992年

10月りゅう座 10/9-10/9 10月9日 48 18.52ジャコビニチンナー 2018年

オリオン座
10/12-
10/30

10月24日 80 1.62ハレー 1986年

ふたご座 12/3-12/23 12月14日 217 3.99ファエトン 2009年
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y = -1.27x + 17.3
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ペルセウス座流星群の流星数のヒストグラム
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y = -1.56x + 19.9
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y = -1.43x + 18.5
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y = -1.76x + 21.8

-10

-5

0

5

10

15

20

25

30

35

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

ふたご座流星群のヒストグラム



77

1

10

100

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 161718

各流星群のヒストグラムのまとめ

みずがめ座δ ペルセウス座 オリオン座 10月りゅう座 ふたご座
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